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研究実績の概要
　本研究は「子どもと災害被災の特別教育史」の
開拓を目指しており、その一端として過去の代表
的な災害における子どもの「生活と発達の困難」
の実態と支援のあり方を歴史的に検証していくこ
とを目的としている。特に近代国民国家の成立期
に起きた「濃尾震災」を中心として孤児や障害児
者を対象とした救済保護の実態、またその後の障
害児教育保護システムの成立に与えた影響につい
ても明らかにしていくものである。
　2018年度は「濃尾震災」に伴う孤児・障害児を
含む子どもを対象とした救済保護の実態につい
て、石井十次・石井亮一の取り組みに関連する実
態調査に取り組んだ。
　震災発災直後から多様なキリスト教関係者によ
る救済が実施され、とくに石井十次はその先導的
な役割を果たす中で、貧困・疾病等の様々な家庭
的背景に関わる困難を抱えた児童を救済してい
た。震災孤児院に関する一次史料である『名古屋
震災孤児院報告』『孤児履歴』（宮崎県：石井十次
記念友愛社所蔵）等には震災を経て各児童が抱え
ていた窮状が各所に示されていた。岡山孤児院・
震災孤児院の子どもたちは「災害以前からの家族
問題、貧困問題、乞食経験などのトラウマ的体験」
と「災害によるトラウマ的体験」の複合を抱えて
おり、そのような発達困難を抱えていた子どもで
あったと分析できた。対象児らの実態とその後の
成長・発達に関する丁寧な分析も今後の重要な課
題となる。
　突然の災害により、とくに父母・家族との関係
性に大きな喪失・断絶が発生していた事例が多数
ある。このような体験が子どもの発達に多大な影
響をもたらすことは想像に難くない。子どもを取
り囲むすべての環境を破壊する災害は、現代と同
様、不安・恐怖・緊張・抑うつ・ストレスやトラ
ウマ・PTSD をもたしたことが予想できる。
　また石井亮一の取り組みについては、その活動
が頻繁に記録されていた『女学雑誌」の網羅的調
査を行い、孤児救済から「白痴」教育への変遷、
子どもの実態について検討した。
　本研究では、これらの事例における歴史的限界
について断罪することを目的としていない。災害
に伴う子どもの経験を当事者の立場から明らかに
することで、過去―現代にわたる「発達保障の欠
落」に関する歴史的課題を明らかにしていくべき
と考えている。あくまでも子どもらの「生活と発
達の困難」、生命の危機、家族との愛情・関係性
の喪失・切断、教育機会の喪失等に関する史料的
事実から、その実態を明らかにする作業が今後不
可欠となると考えている。
　これらの成果発表として日本教育学会、日本特
別ニーズ教育学会、日本子ども学会において学会
発表を行った。
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